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使用適期
７～１４日後

※藻の発生前に散布して下さい。

1成分
ソルネット 1キロ粒剤

登録
内容

移植時～ノビエ1葉期
移植後30日まで

3成分
ディオーレ 1キロ粒剤
登録
内容

移植時～ノビエ3葉期
移植後30日まで

ベッカク 1キロ粒剤
3成分

登録
内容

移植時～ノビエ3葉期
収穫60日前まで

3成分
アットウZ 1キロ粒剤
登録
内容

移植時～ノビエ4葉期
収穫60日前まで

3成分
ゼアス顆粒

登録
内容

移植直後～ノビエ2.5葉期
移植後30日まで

3成分
アットウZジャンボ
登録
内容

移植後3日～ノビエ4葉期
収穫60日前まで

3成分
ベッカク豆つぶ250
登録
内容

移植直後～ノビエ3葉期
収穫60日前まで

4成分
バッチリLX400FG
登録
内容

移植直後～ノビエ2.5葉期
移植後30日まで

3成分
流星 1キロ粒剤

登録
内容

移植時～ノビエ3葉期
移植後30日まで

5kg規格

＜初期剤＞ ＜一発剤＞

省力剤

10kg
大型規格

40kg
担い手
直送規格

10kg
大型規格

40kg
担い手
直送規格

10kg
大型規格

2成分
クラール 1キロ粒剤

登録
内容

移植時～ノビエ1.5葉期
移植後30日まで

10kg
大型規格

10kg
大型規格

直
播

直
播

直
播

4成分
バッチリLX 1キロ粒剤
登録
内容

移植時～ノビエ2.5葉期
移植後30日まで

10kg
大型規格

40kg
担い手
直送規格

直
播

直
播

直
播

直
播

直
播

直
播

NEW

NEW

NEW

NEW

①ヒエ・広葉対策 ②ヒエ対策 ③広葉対策

レブラスギアジャンボ
登録
内容

移植後14日～ノビエ4葉期
収穫60日前まで

ロイヤント乳剤
登録
内容

移植後20日～ノビエ5葉期
収穫45日前まで

ヒエクリーン 1キロ粒剤
登録
内容

移植後15日～ノビエ4葉期
収穫45日前まで

バサグラン粒剤
登録
内容

移植後15日～
収穫45日前まで

クリンチャーバスME
登録
内容

移植後15日～ノビエ5葉期
収穫50日前まで

ワイドアタックSC
登録
内容

移植後20日（稲5葉期以降）～ノビエ6葉期
収穫30日前まで

トドメMF乳剤
登録
内容

移植後14日～ノビエ7葉期
収穫50日前まで

バサグラン・エアー 1キロ粒剤
登録
内容

移植後15日～
収穫45日前まで

＜中後期剤＞

〈漏生イネ対策〉

〈藻類対策〉

3成分
ゼアス 1キロ粒剤

登録
内容

移植時～ノビエ2.5葉期
移植後30日まで

10kg
大型規格

40kg
担い手
直送規格

直
播

25 26 27 28 29 30 1

1

2 3 4
4月 5月 6月

5

5

6 7 8 9 10

10

11 12 13 14 15

15

16 17 18 19 20

20

21 22 23 24 25

25

26 27 28 29 30

30

31

35

1 2 3 4 5月　日
代かきからの日数

代かき 田植え

【前提条件：代かき5月1日、田植え5月5日（代かきから田植えまで5日以内）】

体 系 処 理

一 発 処 理

5日後 10日後まで

〈初中期一発剤〉
7日後 14日後まで田植時処理

〈初期剤〉

田植時処理 10日後まで

ノビエ3葉期未満　　　の登録

田植時処理 14日後まで

ノビエ3葉期以上　　　の登録

〈初期剤〉＋〈初中期一発剤〉

〈省力剤〉

〈粒剤〉

水稲除草剤処理一覧表
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使用適期
７～１４日後

※藻の発生前に散布して下さい。

1成分
ソルネット 1キロ粒剤

登録
内容

移植時～ノビエ1葉期
移植後30日まで

3成分
ディオーレ 1キロ粒剤
登録
内容

移植時～ノビエ3葉期
移植後30日まで

ベッカク 1キロ粒剤
3成分

登録
内容

移植時～ノビエ3葉期
収穫60日前まで

3成分
アットウZ 1キロ粒剤
登録
内容

移植時～ノビエ4葉期
収穫60日前まで

3成分
ゼアス顆粒

登録
内容

移植直後～ノビエ2.5葉期
移植後30日まで

3成分
アットウZジャンボ
登録
内容

移植後3日～ノビエ4葉期
収穫60日前まで

3成分
ベッカク豆つぶ250
登録
内容

移植直後～ノビエ3葉期
収穫60日前まで

4成分
バッチリLX400FG
登録
内容

移植直後～ノビエ2.5葉期
移植後30日まで

3成分
流星 1キロ粒剤

登録
内容

移植時～ノビエ3葉期
移植後30日まで

5kg規格

＜初期剤＞ ＜一発剤＞

省力剤

10kg
大型規格

40kg
担い手
直送規格

10kg
大型規格

40kg
担い手
直送規格

10kg
大型規格

2成分
クラール 1キロ粒剤

登録
内容

移植時～ノビエ1.5葉期
移植後30日まで

10kg
大型規格

10kg
大型規格

直
播

直
播

直
播

4成分
バッチリLX 1キロ粒剤
登録
内容

移植時～ノビエ2.5葉期
移植後30日まで

10kg
大型規格

40kg
担い手
直送規格

直
播

直
播

直
播

直
播

直
播

直
播

NEW

NEW

NEW

NEW

①ヒエ・広葉対策 ②ヒエ対策 ③広葉対策

レブラスギアジャンボ
登録
内容

移植後14日～ノビエ4葉期
収穫60日前まで

ロイヤント乳剤
登録
内容

移植後20日～ノビエ5葉期
収穫45日前まで

ヒエクリーン 1キロ粒剤
登録
内容

移植後15日～ノビエ4葉期
収穫45日前まで

バサグラン粒剤
登録
内容

移植後15日～
収穫45日前まで

クリンチャーバスME
登録
内容

移植後15日～ノビエ5葉期
収穫50日前まで

ワイドアタックSC
登録
内容

移植後20日（稲5葉期以降）～ノビエ6葉期
収穫30日前まで

トドメMF乳剤
登録
内容

移植後14日～ノビエ7葉期
収穫50日前まで

バサグラン・エアー 1キロ粒剤
登録
内容

移植後15日～
収穫45日前まで

＜中後期剤＞

〈漏生イネ対策〉

〈藻類対策〉

3成分
ゼアス 1キロ粒剤

登録
内容

移植時～ノビエ2.5葉期
移植後30日まで

10kg
大型規格

40kg
担い手
直送規格

直
播

25 26 27 28 29 30 1

1

2 3 4
4月 5月 6月

5

5

6 7 8 9 10

10

11 12 13 14 15

15

16 17 18 19 20

20

21 22 23 24 25

25

26 27 28 29 30

30

31

35

1 2 3 4 5月　日
代かきからの日数

代かき 田植え

【前提条件：代かき5月1日、田植え5月5日（代かきから田植えまで5日以内）】

体 系 処 理

一 発 処 理

5日後 10日後まで

〈初中期一発剤〉
7日後 14日後まで田植時処理

〈初期剤〉

田植時処理 10日後まで

ノビエ3葉期未満　　　の登録

田植時処理 14日後まで

ノビエ3葉期以上　　　の登録

〈初期剤〉＋〈初中期一発剤〉

〈省力剤〉

〈粒剤〉

水稲除草剤処理一覧表
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雑木林 雑木林
雑草地 雑草地 雑草地

梅雨

増殖・発生源に 侵入・加害乾燥越冬 越冬

出穂

水田

収穫

②雑草地で
　個体数増加！

③雑草地が
　乾燥し
　餌減少

④同時期に水稲が
　出穂し、雑草地から
　侵入、加害！

⑤雑草地等で
　越冬

①雑草地等で
　越冬

１～２月 ３～４月 ５～６月 ７～８月 ９～１０月 １１～１２月

除草の徹底によるカメムシ対策について
※R7年産でもカメムシが多く発生しました。

カメムシの生態に基づいた雑草管理によって、斑点米被害を効果的に減らしていきましょう！

ホタルイの穂

斑点米の原因となるカメムシの防除のためには、殺虫剤による直接的な対策も欠かせませ
んが、生息場所や繁殖源となる雑草の防除によって発生する個体数自体を少なくしていく
ことが基本です。

農道や畦畔等の雑草地は、カメムシの発生源および水田へ侵入する中継点となります。した
がって、これらの除草を徹底し、草が無い状態をできるだけ長く保つことが大原則です。ま
た、水稲出穂期頃の除草は、雑草地のカメムシを水田内へ追い込むほか、この時期までずっ
と雑草を放っておいても、雑草地自体の乾燥による餌の減少を受けて水田侵入が助長される
ので、6月頃から出穂期頃まで、期間をとおして雑草を少なく維持しておくことが重要な対
策となります。

斑点米カメムシ類の生活史

畦畔等雑草地の除草対策1

近年、ヒエやホタルイ等、水田内雑草がカメムシの発生源、誘引源
となって斑点米被害を増加させることがわかってきました。これら
の雑草が水田内に多く生えてしまった場合、雑草が穂をつける前に
中後期除草剤により除草をしてください。
※水田内の取りこぼし雑草が多いときの対応については右ページ参照。

水田内雑草の除草対策2

春先除草 ⇨ ⇨ ⇨ 収穫前除草6月除草 7月上旬仕上げ除草対応
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■水田内の取りこぼし雑草が多いときの草種別除草剤の選択
《ヒエ剤》ノビエの取りこぼしが多いとき

薬　剤　名 使　用　時　期 使 用 量
10a当たり

使　用　方　法 使　用　上　の　注　意

ヒエクリーン
1キロ粒剤

（豆つぶ）※1

移植後15日〜
ノビエ4葉期

（但し、収穫45日前まで）
1kg

湛水状態で散布
本剤は遅効性であるが
抑草期間は長い。　　

①　水の出入りを止めて湛水のまま
　田面に均一に使用する。
②　使用後7日間は湛水状態を保ち
　落水、かけ流しをしない。

クリンチャー
1キロ粒剤

（ジャンボ）※2

移植後7日〜
ノビエ4葉期

（但し、収穫30日前まで）
1kg 湛水状態で散布

 残効性がないので
 処理時期を見極めて
 散布する。

（2回まで）
移植後25日〜
ノビエ5葉期

（但し、収穫30日前まで）
1.5kg

クリンチャーEW
移植後20日〜
ノビエ6葉期

（但し、収穫30日前まで）

薬量100㎖
希釈水量
 25〜100ℓ

落水状態で散布
（2回まで）

①　展着剤（「ハイテンパワー」等）を
　　加用する。
②　均一に雑草茎葉散布する。

トドメMF
1キロ粒剤

移植後14日〜
ノビエ5葉期まで

（但し､ 収穫50日前まで）
1kg 湛水状態で散布

①　水の出入りを止めて湛水のまま田面
に均一に使用する。

②　使用後3〜4日間は湛水状態を保ち、
7日間は強制落水、かけ流しをしない。

③　強風時には使用しない。

トドメMF乳剤
移植後14日〜

ノビエ7葉期まで
（但し、収穫50日前まで）

薬量200㎖
希釈水量
 25〜100ℓ

湛水散布又は落水散布 ①　展着剤は不要。
②　均一に雑草茎葉散布する。

《広葉剤》広葉雑草が多いとき

薬　剤　名 使　用　時　期 使 用 量
10a当たり

使　用　方　法 使　用　上　の　注　意

バサグラン粒剤 移植後15日〜
（但し、収穫45日前まで） 3〜4kg

 落水散布またはごく
 浅く湛水して散布

①　晴天時に使用し、使用後3日間は
　入水しない。
②　１年生イネ科雑草には効果がない。
③　多年性雑草が部分発生している場
　合は落水してスポット処理する。

ロイヤント乳剤 移植後20日〜ノビエ5葉期まで
（但し、収穫45日前まで）

薬量200㎖
希釈水量100ℓ

①　散布後3日後を目安に入水する。
②　ホタルイ、クログワイ、コウキヤガ

ラ等には効果が劣る。

《クサネム対策》

薬　剤　名 使　用　時　期 使 用 量
10a当たり

使　用　方　法 使　用　上　の　注　意

ノミニー液剤

移植後30日〜
クサネムの草丈

40cmまで 
（但し、収穫60日前まで）

50〜100㎖
落水又はごく浅い
湛水状態で散布　

（1回まで）

①　雑草の生育期に薬液が茎葉全体に
　均一にかかるように加圧噴霧機など
　で散布する。
②　3日以上落水（浅水）状態を保つ。
③　散布後、6時間以内に降雨が予想
　される場合は使用を控える。

※1 豆つぶ、※2 ジャンボの登録内容については、p.75「農薬の使用基準一覧」参照。

《ヒエ剤＋広葉剤》ノビエや広葉雑草の取りこぼしが多いとき

薬　剤　名 使　用　時　期 使 用 量
10a当たり

使　用　方　法 使　用　上　の　注　意

アトトリ
1キロ粒剤

（豆つぶ）※1

移植後14日〜
ノビエ4葉期

（但し、収穫45日前まで）
1kg 湛水状態で散布

（1回まで）

①　水の出入りを止めて湛水のまま
　田面に均一に散布する。
②　使用後7日間は湛水状態を保ち
　落水、かけ流しをしない。

レブラスギア
1キロ粒剤

（ジャンボ）※2

移植後14日〜
ノビエ4葉期

（但し、収穫60日前まで）

クリンチャーバス
ME液剤

移植後15日〜
ノビエ5葉期

（但し、収穫50日前まで）

薬量1,000㎖
希釈水量

70〜100ℓ

落水散布又はごく浅い
湛水状態で散布　　　

（2回まで）

①　使用液は使用当日に調製すること。
②　展着剤は加用しない。
③　使用前に落水状態にして水の出入
　りを止め、田面に均一に散布する。
④　使用後7日間は湛水状態を保ち
　落水、かけ流しをしない。
⑤　晴天の持続する時を選んで使用
　する。軟弱苗への使用、重複散布、
　DCPA剤との近接散布、高温条件の
　使用はさける。
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水稲基幹防除
◆粉剤・液剤・航空防除
（1）防除時期

7月 8月

上旬

早

　生

中

　生

晩

　生

中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

※詳しい散布時期は農事メモ参照

＊「昨年紋枯病が多発した場」、「箱施用剤で紋枯病対策のできない直播」等では以下対策を必ず実施する。

（2）防除体系
　＜粉剤防除＞

品種 R7出穂期 使用時期の目安 使用薬剤名 10aあたり使用量 対象病害虫 使用回数

早生

中生

晩生

7月中下旬

7月下旬

7月末～8月頭

出穂1週間前 モンガリット粒剤 3～4kg 紋枯病、稲こうじ病 2回以内

＜液剤防除＞ ※散布時はドリフトに注意してください。

1
回
目

2
回
目

品種

早生

中生

晩生

早生

中生

晩生

随時

随時

随時

7月中下旬

7月末

7月末～8月頭

7月中下旬

7月末

7月末～8月頭

出穂直前

1回目散布
約1週間後

（混用）
①ビームエイト
　トレボンゾル
②バリダシンエアー

ビームエイト
スタークルゾル
または

スタークル液剤10

ブラシンゾル

スタークル液剤10

トレボンエアー

いもち発生時

カメムシ多発時

カメムシ多発時

①0.8L
　（5倍）
②0.8L
　（8倍）

0.8L
（8倍）

①いもち病、ウンカ類
　カメムシ類、他
②紋枯病

いもち病、ウンカ類、
カメムシ類他

カメムシ類・ウンカ類

いもち病、もみ枯細菌病

カメムシ類、ウンカ類他

イナゴ類、ウンカ類、
カメムシ類他

収穫14日前
まで

収穫7日前
まで

収穫7日前
まで

収穫7日前
まで

収穫14日前
まで

出穂目安
散布時期の
目安

使用薬剤名
10aあたり
使用量

対象病害虫 使用時期

①3回以内
②5回以内

3回以内

2回以内

3回以内

3回以内

使用回数

＜航空防除＞

1
回
目

2
回
目

品種

早生

中生

晩生

早生

中生

晩生

随時

随時

7月中下旬

7月下旬

7月末～8月頭

7月中下旬

7月末

7月末～8月頭

出穂直前

1回目散布
約1週間後

ビームスタークル
粉剤5DL
または

スタークル粉剤DL

ビームトレモンセレン
粉剤DL

ブラシン粉剤DL

スタークル粉剤DL

いもち発生時

カメムシ多発時

3kg

3kg

4kg

4kg

いもち病、紋枯病、
ウンカ類、カメムシ類

イモチ病・カメムシ類・
ウンカ類他

カメムシ類・ウンカ類・
ツマグロヨコバイ

いもち病、稲こうじ病

いもち病、稲こうじ病

収穫21日前
まで

収穫7日前
まで

収穫7日前
まで

収穫7日前
まで

出穂目安 散布時期の
目安 使用薬剤名 10aあたり

使用量 対象病害虫 使用時期

3回以内

3回以内

2回以内

2回以内

使用回数

1
回
目

2
回
目

品種

早生

中生

晩生

早生

中生

晩生

随時

随時

随時

7月中下旬

7月末

7月末～8月頭

7月中下旬

7月末

7月末～8月頭

出穂直前

1回目散布
約1週間後

（混用）
①ビームエイト
　トレボンゾル
②バリダシン液剤5

ビームエイト
スタークルゾル
または

スタークル液剤10

ブラシンフロアブル

スタークル液剤10

トレボン乳剤

いもち発生時

カメムシ多発時

カメムシ多発時

①100～150L
　（650倍）
②60～150L
　（1000倍）

60～150L
（1000倍）

①いもち病、ウンカ類
　カメムシ類、他
②紋枯病

いもち病、ウンカ類、
カメムシ類他

カメムシ類・ウンカ類

いもち病、稲こうじ病

カメムシ類、ウンカ類他

イナゴ類、ウンカ類、
カメムシ類他

収穫14日前
まで

収穫7日前
まで

収穫7日前
まで

収穫7日前
まで

収穫14日前
まで

出穂目安
散布時期の
目安

使用薬剤名
10aあたり
使用量

対象病害虫 使用時期

3回以内

3回以内

2回以内

3回以内

3回以内

使用回数

※散布時はドリフトに注意してください。

出
穂
期

基幹
防除
1回目

基幹
防除
2回目

緊急
追加
防除

＊
紋枯
防除

＊
紋枯
防除

＊
紋枯
防除

1週間 1週間

出
穂
期

基幹
防除
1回目

基幹
防除
2回目

緊急
追加
防除

1週間 1週間

出
穂
期

基幹
防除
1回目

基幹
防除
2回目

緊急
追加
防除

1週間 1週間
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水稲基幹防除
◆粉剤・液剤・航空防除
（1）防除時期

7月 8月

上旬

早

　生

中

　生

晩

　生

中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

※詳しい散布時期は農事メモ参照

＊「昨年紋枯病が多発した場」、「箱施用剤で紋枯病対策のできない直播」等では以下対策を必ず実施する。

（2）防除体系
　＜粉剤防除＞

品種 R7出穂期 使用時期の目安 使用薬剤名 10aあたり使用量 対象病害虫 使用回数

早生

中生

晩生

7月中下旬

7月下旬

7月末～8月頭

出穂1週間前 モンガリット粒剤 3～4kg 紋枯病、稲こうじ病 2回以内

＜液剤防除＞ ※散布時はドリフトに注意してください。

1
回
目

2
回
目

品種

早生

中生

晩生

早生

中生

晩生

随時

随時

随時

7月中下旬

7月末

7月末～8月頭

7月中下旬

7月末

7月末～8月頭

出穂直前

1回目散布
約1週間後

（混用）
①ビームエイト
　トレボンゾル
②バリダシンエアー

ビームエイト
スタークルゾル
または

スタークル液剤10

ブラシンゾル

スタークル液剤10

トレボンエアー

いもち発生時

カメムシ多発時

カメムシ多発時

①0.8L
　（5倍）
②0.8L
　（8倍）

0.8L
（8倍）

①いもち病、ウンカ類
　カメムシ類、他
②紋枯病

いもち病、ウンカ類、
カメムシ類他

カメムシ類・ウンカ類

いもち病、もみ枯細菌病

カメムシ類、ウンカ類他

イナゴ類、ウンカ類、
カメムシ類他

収穫14日前
まで

収穫7日前
まで

収穫7日前
まで

収穫7日前
まで

収穫14日前
まで

出穂目安
散布時期の
目安

使用薬剤名
10aあたり
使用量

対象病害虫 使用時期

①3回以内
②5回以内

3回以内

2回以内

3回以内

3回以内

使用回数

＜航空防除＞

1
回
目

2
回
目

品種

早生

中生

晩生

早生

中生

晩生

随時

随時

7月中下旬

7月下旬

7月末～8月頭

7月中下旬

7月末

7月末～8月頭

出穂直前

1回目散布
約1週間後

ビームスタークル
粉剤5DL
または

スタークル粉剤DL

ビームトレモンセレン
粉剤DL

ブラシン粉剤DL

スタークル粉剤DL

いもち発生時

カメムシ多発時

3kg

3kg

4kg

4kg

いもち病、紋枯病、
ウンカ類、カメムシ類

イモチ病・カメムシ類・
ウンカ類他

カメムシ類・ウンカ類・
ツマグロヨコバイ

いもち病、稲こうじ病

いもち病、稲こうじ病

収穫21日前
まで

収穫7日前
まで

収穫7日前
まで

収穫7日前
まで

出穂目安 散布時期の
目安 使用薬剤名 10aあたり

使用量 対象病害虫 使用時期

3回以内

3回以内

2回以内

2回以内

使用回数

1
回
目

2
回
目

品種

早生

中生

晩生

早生

中生

晩生

随時

随時

随時

7月中下旬

7月末

7月末～8月頭

7月中下旬

7月末

7月末～8月頭

出穂直前

1回目散布
約1週間後

（混用）
①ビームエイト
　トレボンゾル
②バリダシン液剤5

ビームエイト
スタークルゾル
または

スタークル液剤10

ブラシンフロアブル

スタークル液剤10

トレボン乳剤

いもち発生時

カメムシ多発時

カメムシ多発時

①100～150L
　（650倍）
②60～150L
　（1000倍）

60～150L
（1000倍）

①いもち病、ウンカ類
　カメムシ類、他
②紋枯病

いもち病、ウンカ類、
カメムシ類他

カメムシ類・ウンカ類

いもち病、稲こうじ病

カメムシ類、ウンカ類他

イナゴ類、ウンカ類、
カメムシ類他

収穫14日前
まで

収穫7日前
まで

収穫7日前
まで

収穫7日前
まで

収穫14日前
まで

出穂目安
散布時期の
目安

使用薬剤名
10aあたり
使用量

対象病害虫 使用時期

3回以内

3回以内

2回以内

3回以内

3回以内

使用回数

※散布時はドリフトに注意してください。

出
穂
期

基幹
防除
1回目

基幹
防除
2回目

緊急
追加
防除

＊
紋枯
防除

＊
紋枯
防除

＊
紋枯
防除

1週間 1週間

出
穂
期

基幹
防除
1回目

基幹
防除
2回目

緊急
追加
防除

1週間 1週間

出
穂
期

基幹
防除
1回目

基幹
防除
2回目

緊急
追加
防除

1週間 1週間
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いもち病
水稲での最重要防除病害。
6月の高温多湿、7～8月の
低温多雨条件下では発生が
助長される。

コブノメイガ
多発するとほ場一面が真っ
白となるような被害が見ら
れる。

稲こうじ病
穂ばらみ期～出穂にかけて
雨が多く、低温・日照不足時
に発生が多い。発生ほ場で
は数年間防除が必要。

ニカイメイチュウ
幼虫が稲体に潜り食害し、稲
の茎が折れて倒伏する場合
がある。

紋枯病
病斑は下位から上位へ次第
に進展する。穂ばらみ期以
降に急激に上位進展し、枯
れあがる。

◆粒剤体系
（1）防除時期

7月 8月

上旬

早

　生

中

　生

晩

　生

中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

（2）防除体系

粒剤は稲が吸収するまで時間がかかるため、防除時期に注意しましょう！

散布時は３日程度落水させないようにしましょう。

出
穂
期

基幹
防除
1回目

基幹
防除
2回目

1週間 1週間

出
穂
期

基幹
防除
1回目

基幹
防除
2回目

1週間 1週間

出
穂
期

基幹
防除
1回目

基幹
防除
2回目

1週間 1週間

1
回
目

2
回
目

品種

早生

中生

晩生

早生

中生

晩生

随時

7月中下旬

7月末

7月末～8月頭

7月中下旬

7月末

7月末～8月頭

出穂1週間前

１回目散布
約2週間後
（出穂1週間後）

スタークル粒剤
または

スタークル豆つぶ

イモチエース
スタークル粒剤
または

ワイドパンチ豆つぶ

カメムシ多発時

3kg

250g

3kg

250g

いもち病、カメムシ類
紋枯病、ウンカ類他

カメムシ類、ウンカ類、
ツマグロヨコバイ

カメムシ類・ウンカ類

収穫35日前
まで

収穫7日前
まで

出穂目安
散布時期の
目安

使用薬剤名
10aあたり
使用量

対象病害虫 使用時期

1回

3回
以内

使用回数
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《脱ぷ点検、残米取出口》
「取出」の位置まで回し残米
を排出して下さい。
《残米除去口》
《還元米点検口》
残米除去口・還元米点検口を
外し中の残米・異物を除去し
て下さい。
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《脱ぷ点検、残米取出口》
「取出」の位置まで回し残米
を排出して下さい。
《残米除去口》
《還元米点検口》
残米除去口・還元米点検口を
外し中の残米・異物を除去し
て下さい。
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大豆栽培ごよみ

♦肥料

（1）土づくり	

（2）基肥・追肥

♦種子処理

薬剤名 使用時期 使用量 適用病害虫名 使用回数

キヒゲンR-2
フロアブル

は種前
乾燥種子１kg当たり
原液20㎖塗沫

紫斑病、苗立枯病、ハト、タネバエ、カラス １回

クルーザーMAXX は種前
乾燥種子１kg当たり
原液８㎖塗沫処理

紫斑病、苗立枯病、茎疫病、黒根腐病、リゾクトニア根腐病、
フタスジヒメハムシ、アブラムシ類、タネバエ、ネキリムシ類

１回

◆播種量

播種時期 栽培方法 播種の深さ
播種量
(kg/10a)

目標苗立数（本） 想定苗立率
（％）10aあたり 1mあたり

6/1‐6/10 畝立80cm 3cm 7 15,000 12.0 75.0

（麦跡）
6/10‐6/25

畝立80cm 3cm 8.5 18,000 14.4 74.1

狭畦30cm 4cm 9 18,000   5.4 70.0

狭畦25cm 4cm 8.5 17,000   4.3 70.0

◆雑草防除

（1）土壌処理

除草剤名 使用時期 10a当たり使用量 使用回数 適用雑草名 備　考

クリアターン細粒剤F
は種直後
(雑草発生前)

4〜5kg 1回 一年生雑草

全面土壌散布

(土が湿っている）状態で散布する

クリアターン乳剤
は種直後
(雑草発生前)

薬量500〜800㎖
(希釈水量70〜100ℓ)

1回 一年生雑草

トレファノサイド粒剤2.5 は種後発芽前 4〜6kg 1回
一年生雑草

(ツユクサ､カヤツリグサ､　キク、アブラナ科を除く )
トレファノサイド乳剤 は種後発芽前

薬量200〜300㎖
(希釈水量100ℓ)

1回
一年生雑草

(ツユクサ､カヤツリグサ､　キク、アブラナ科を除く )
ラクサー粒剤

は種後出芽前
（雑草発生前）

4〜8kg 1回 一年生雑草

ラクサー乳剤
は種後出芽前
（雑草発生前）

薬量400〜600㎖
(希釈水量100ℓ)

1回 一年生雑草

資材名 10aあたり施用量

苦土石灰 100kg

BB新転作エース（大豆用） 80kg

栽培方法
施肥体系

施用時期 資材名 10aあたり施用量

畝立【分施】

【基肥】
耕起前 または は種前

BB高度056 　25＊

BBエコ028号 　25＊

【追肥】
２回目培土時 または 開花期前

硫安 10

BBNK17 12

畝立【一発】
狭畦【一発】

耕起前 または は種前 大豆一発N25 25

＊低地力ほ場は左記以外に10㎏を全層施用する
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大豆栽培ごよみ

♦肥料

（1）土づくり	

（2）基肥・追肥

♦種子処理

薬剤名 使用時期 使用量 適用病害虫名 使用回数

キヒゲンR-2
フロアブル

は種前
乾燥種子１kg当たり
原液20㎖塗沫

紫斑病、苗立枯病、ハト、タネバエ、カラス １回

クルーザーMAXX は種前
乾燥種子１kg当たり
原液８㎖塗沫処理

紫斑病、苗立枯病、茎疫病、黒根腐病、リゾクトニア根腐病、
フタスジヒメハムシ、アブラムシ類、タネバエ、ネキリムシ類

１回

◆播種量

播種時期 栽培方法 播種の深さ
播種量
(kg/10a)

目標苗立数（本） 想定苗立率
（％）10aあたり 1mあたり

6/1‐6/10 畝立80cm 3cm 7 15,000 12.0 75.0

（麦跡）
6/10‐6/25

畝立80cm 3cm 8.5 18,000 14.4 74.1

狭畦30cm 4cm 9 18,000   5.4 70.0

狭畦25cm 4cm 8.5 17,000   4.3 70.0

◆雑草防除

（1）土壌処理

除草剤名 使用時期 10a当たり使用量 使用回数 適用雑草名 備　考

クリアターン細粒剤F
は種直後
(雑草発生前)

4〜5kg 1回 一年生雑草

全面土壌散布

(土が湿っている）状態で散布する

クリアターン乳剤
は種直後
(雑草発生前)

薬量500〜800㎖
(希釈水量70〜100ℓ)

1回 一年生雑草

トレファノサイド粒剤2.5 は種後発芽前 4〜6kg 1回
一年生雑草

(ツユクサ､カヤツリグサ､　キク、アブラナ科を除く )
トレファノサイド乳剤 は種後発芽前

薬量200〜300㎖
(希釈水量100ℓ)

1回
一年生雑草

(ツユクサ､カヤツリグサ､　キク、アブラナ科を除く )
ラクサー粒剤

は種後出芽前
（雑草発生前）

4〜8kg 1回 一年生雑草

ラクサー乳剤
は種後出芽前
（雑草発生前）

薬量400〜600㎖
(希釈水量100ℓ)

1回 一年生雑草

資材名 10aあたり施用量

苦土石灰 100kg

BB新転作エース（大豆用） 80kg

栽培方法
施肥体系

施用時期 資材名 10aあたり施用量

畝立【分施】

【基肥】
耕起前 または は種前

BB高度056 　25＊

BBエコ028号 　25＊

【追肥】
２回目培土時 または 開花期前

硫安 10

BBNK17 12

畝立【一発】
狭畦【一発】

耕起前 または は種前 大豆一発N25 25

＊低地力ほ場は左記以外に10㎏を全層施用する
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（2）液剤防除

生育ステージ 使用時期の目安 使用薬剤名
[収穫前日数]

10a当たり
希釈倍数 対象病害虫名 使用回数

１
回
目

開花終期
（開花後15日頃）

7/25 〜 30
混

　用

Zボルドー水和剤
プレバソンフロアブル5
［収穫7日前まで］

500倍
4,000倍

紫斑病、葉焼病、斑点細菌病、
ウコンノメイガ、ハスモンヨトウ、
マメシンクイガ、オオタバコガ

―
2回以内

２
回
目
子実肥大初期
（開花後25日頃）

8/8 〜 12

（混用）
①アミスター20フロアブル
②ミネクトエクストラSC

[収穫7日前まで]

①2,000倍
②10,000倍

①紫斑病
②カメムシ類、ハスモンヨトウ、
　マメシンクイガ

2回以内

３
回
目
子実肥大後期
（開花後45日頃）

8/27 〜 9/5
トレボン乳剤

[収穫14日前まで]
1,000倍

ウコンノメイガ、アブラムシ類、
ハスモンヨトウ、カメムシ類、

マメシンクイガ他
2回以内

随
　
時

ウコンノメイガ
ヨトウ
多発時

トレボン乳剤
［収穫14日前まで］

1,000倍
ウコンノメイガ、アブラムシ類、
ハスモンヨトウ、カメムシ類、

マメシンクイガ 他
2回以内

随
　
時

ハダニ
初発時

ニッソラン水和剤
[収穫7日前まで]

2,000倍
～

3,000倍
ハダニ類 2回以内

随
　
時

子実肥大
後期以降

カメムシ類
多発時

スタークル液剤10
［収穫7日前まで］

1,000倍
カメムシ類、フタスジヒメハムシ、

ダイズサヤタマバエ
2回以内

（3）航空防除

【品種】
生育ステージ

使用時期	
の目安

使用薬剤名
［収穫前日数］

10a使用液量
／倍率 対象病害虫 使用回数

１
回
目

開花終期
（開花後15日頃）

7/25 〜 30
プレバソンフロアブル5
［収穫7日前まで］

0.8ℓ
16〜32倍

ウコンノメイガ、ハスモンヨトウ、
マメシンクイガ、オオタバコガ

2回以内

２
回
目

【品種共通】
子実肥大初期
（開花後25日頃）

8/8 〜 12

（混用）
①アミスター20フロアブル
②ミネクトエクストラSC

[収穫7日前まで]

0.8ℓ
／①16〜24倍
　②40倍

①紫斑病
②カメムシ類、ハスモンヨトウ、
　マメシンクイガ

2回以内

３
回
目

【品種共通】
子実肥大後期
（開花後45日頃）

8/27 〜 9/5
トレボンエアー
[収穫14日前まで]

0.8ℓ
／8倍

ハスモンヨトウ、マメシンクイガ、
カメムシ類

2回以内

随
時 ヨトウ多発時 7/下 〜 8/上

トレボンエアー
［収穫14日前まで］

0.8ℓ
／8倍

ハスモンヨトウ、マメシンクイガ、
カメムシ類

2回以内

随
時 カメムシ多発時 8/下 〜

スタークル液剤10
［収穫7日前まで］

0.8ℓ
／8倍

カメムシ類、フタスジヒメハム
シ、

ダイズサヤタマバエ
2回以内

※ハダニ多発時には、ブームにてニッソラン水和剤を散布してください。

大豆栽培ごよみ

◆雑草防除（つづき）

（2）生育期

除草剤名 使用時期 10a当たり使用量 使用回数 適用雑草名 備　考

ナブ乳剤

雑草生育期
イネ科雑草3〜5葉期
(但し収穫30日前まで)

薬量150〜200㎖
(希釈水量100〜150ℓ)

1回
一年生イネ科雑草
(スズメノカタビラを除く)

雑草茎葉散布

雑草生育期
イネ科雑草6〜8葉期
(但し収穫30日前まで)

薬量200㎖
(希釈水量100ℓ)

ポルトフロアブル
雑草生育期

イネ科雑草3〜10葉期
(但し収穫30日前まで)

薬量200〜300㎖
(希釈水量100ℓ)

2回
一年生イネ科雑草
(スズメノカタビラを除く)

大豆バサグラン液剤
（ナトリウム塩）

大豆の2葉期〜開花前
(雑草の生育初期〜6葉期)
(但し収穫45日前まで)

薬量100〜150㎖
(希釈水量100ℓ)

1回
一年生雑草
(イネ科を除く)

ザクサ液剤
雑草生育期：畦間処理
（但し収穫28日前まで）

薬量300〜500㎖
（希釈水量100〜150ℓ）

3回以内
一年生雑草
【非選択性】

雑草茎葉散布バスタ液剤
雑草生育期：畦間処理
(但し収穫28日前まで)

薬量300〜500㎖
(希釈水量100〜150ℓ)

3回以内
一年生雑草
【非選択性】

ラウンドアップ
マックスロード

雑草生育期：畦間処理
(但し収穫前日まで)

薬量200〜500㎖
(希釈水量50〜100ℓ)

2回
一年生雑草
【非選択性】

プリグロックスL
雑草生育期(草丈30cm以下)：

畦間処理
(但し収穫3日前まで)

薬量600〜1,000㎖
(希釈水量100〜150ℓ)

4回以内
一年生雑草
【非選択性】

※大豆バサグラン液剤は、エノキグサ、アカザ、シロザ、イヌビエ、ホソアオゲイトウには効果が劣りますので、これらが優占する 
ほ場では使用を避けて下さい。
※大豆バサグラン液剤はポルトフロアブルと混用できますが、ナブ乳剤との混用は双方の効果が低下するので避けて下さい。

◆病害虫防除

（1）粉剤防除

生育ステージ 使用時期の目安 使用薬剤名
[収穫前日数]

10a当たり
使用量 対象病害虫名 使用回数

１
回
目

開花終期 7/25 〜 30

Zボルドー粉剤DL
［　―　］

3kg 紫斑病 ―

ダントツH粉剤DL
［収穫7日前まで］

4kg
ウコンノメイガ、カメムシ類、
マメシンクイガ、アブラムシ類、

フタスジヒメハムシ
3回以内

２
回
目
子実肥大初期
（開花後25日頃）

8/8 〜 12
トライ トレボン粉剤DL
［収穫14日前まで］

3kg
紫斑病、フタスジヒメハムシ、
カメムシ類、マメシンクイガ、

ハスモンヨトウ、ダイズサヤタマバエ
2回以内

３
回
目
子実肥大後期
（開花後45日頃）

8/27 〜 9/5
トレボン粉剤DL
［収穫14日前まで］

4kg
ハスモンヨトウ、マメシンクイガ、
シロイチモジマダラメイガ、

フタスジヒメハムシ、カメムシ類
2回以内

随
　
時

子実肥大
後期以降

カメムシ類
多発時

スタークル粉剤DL
［収穫7日前まで］

3kg
カメムシ類、フタスジヒメハムシ、

ダイズサヤタマバエ
2回以内
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（2）液剤防除

生育ステージ 使用時期の目安 使用薬剤名
[収穫前日数]

10a当たり
希釈倍数 対象病害虫名 使用回数

１
回
目

開花終期
（開花後15日頃）

7/25 〜 30
混

　用

Zボルドー水和剤
プレバソンフロアブル5
［収穫7日前まで］

500倍
4,000倍

紫斑病、葉焼病、斑点細菌病、
ウコンノメイガ、ハスモンヨトウ、
マメシンクイガ、オオタバコガ

―
2回以内

２
回
目
子実肥大初期
（開花後25日頃）

8/8 〜 12

（混用）
①アミスター20フロアブル
②ミネクトエクストラSC

[収穫7日前まで]

①2,000倍
②10,000倍

①紫斑病
②カメムシ類、ハスモンヨトウ、
　マメシンクイガ

2回以内

３
回
目
子実肥大後期
（開花後45日頃）

8/27 〜 9/5
トレボン乳剤

[収穫14日前まで]
1,000倍

ウコンノメイガ、アブラムシ類、
ハスモンヨトウ、カメムシ類、

マメシンクイガ他
2回以内

随
　
時

ウコンノメイガ
ヨトウ
多発時

トレボン乳剤
［収穫14日前まで］

1,000倍
ウコンノメイガ、アブラムシ類、
ハスモンヨトウ、カメムシ類、

マメシンクイガ 他
2回以内

随
　
時

ハダニ
初発時

ニッソラン水和剤
[収穫7日前まで]

2,000倍
～

3,000倍
ハダニ類 2回以内

随
　
時

子実肥大
後期以降

カメムシ類
多発時

スタークル液剤10
［収穫7日前まで］

1,000倍
カメムシ類、フタスジヒメハムシ、

ダイズサヤタマバエ
2回以内

（3）航空防除

【品種】
生育ステージ

使用時期	
の目安

使用薬剤名
［収穫前日数］

10a使用液量
／倍率 対象病害虫 使用回数

１
回
目

開花終期
（開花後15日頃）

7/25 〜 30
プレバソンフロアブル5
［収穫7日前まで］

0.8ℓ
16〜32倍

ウコンノメイガ、ハスモンヨトウ、
マメシンクイガ、オオタバコガ

2回以内

２
回
目

【品種共通】
子実肥大初期
（開花後25日頃）

8/8 〜 12

（混用）
①アミスター20フロアブル
②ミネクトエクストラSC

[収穫7日前まで]

0.8ℓ
／①16〜24倍
　②40倍

①紫斑病
②カメムシ類、ハスモンヨトウ、
　マメシンクイガ

2回以内

３
回
目

【品種共通】
子実肥大後期
（開花後45日頃）

8/27 〜 9/5
トレボンエアー
[収穫14日前まで]

0.8ℓ
／8倍

ハスモンヨトウ、マメシンクイガ、
カメムシ類

2回以内

随
時 ヨトウ多発時 7/下 〜 8/上

トレボンエアー
［収穫14日前まで］

0.8ℓ
／8倍

ハスモンヨトウ、マメシンクイガ、
カメムシ類

2回以内

随
時 カメムシ多発時 8/下 〜

スタークル液剤10
［収穫7日前まで］

0.8ℓ
／8倍

カメムシ類、フタスジヒメハム
シ、

ダイズサヤタマバエ
2回以内

※ハダニ多発時には、ブームにてニッソラン水和剤を散布してください。
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基肥一発肥料 成分（N−P−K） 特徴

コシ一発くんDX24 24−14−10
窒素成分：24％（内、基肥：約7.8％、穂肥：約16.2％）
コシヒカリ向け基肥一発肥料。近年の高温に負けないよう、穂肥重視型に設計
しており、上乗せ追肥（窒素分）が省略できる。

コシ一発くんNEOα 25−8−10
窒素成分：25％（内、基肥：約10.2％、穂肥：約14.8％）
基本のコシヒカリ向け基肥一発肥料。従来の肥料と比べて殻の崩壊性が高い被
覆肥料を使用しており、殻の流出を抑えられる。

けい酸アップコシ一発くん
15−15−10

ケイ酸12、苦土1

窒素成分：15％（内、基肥：約5.7％、穂肥：約9.3％）
珪酸加里を配合しており、中間追肥（ケイ酸分）が省略できる。
殻の崩壊性が高い被覆肥料を使用しており、殻の流出を抑えられる。

早生一発くんDX28 28−13−9
窒素成分：28％（内、基肥：約9.4％、穂肥：約18.6％）
早生品種向けの基肥一発肥料。近年の高温に負けないよう、穂肥重視型に設計
しており、上乗せ追肥（窒素分）が省略できる。

早生一発くんNEO 28−7−9
窒素成分：28％（内、基肥：約10.1％、穂肥：約17.9％）
基本の早生品種向け一発肥料。従来の肥料と比べて殻の崩壊性が高い被覆肥料
を使用しており、殻の流出を抑えられる。

五百万石一発くん 28−13−9
窒素成分：28％（内、基肥：約9.9％、穂肥：約18.1％）
五百万石・石川門向け一発肥料。
着粒数を確保しつつ、粒張りの良さも目指した肥効となっている。

コシ直播一発くん
20−6−6

ケイ酸10、苦土1.7

窒素成分：20％（内、基肥：約10.2％、穂肥：約9.8％）
コシヒカリの湛水直播専用肥料。
ケイ酸を配合し、直播による根が浅い稲体でも耐倒伏性を付与する。

V溝直播一発くん 41−0−0
窒素成分：41％（内、基肥：約0.4％、穂肥：約14.8％）
基本のコシヒカリ向け一発肥料。従来の肥料と比べて殻の崩壊性が高い被覆肥
料を使用しており、殻の流出を抑えられる。

中間追肥 保証成分（％） 特　　徴

珪酸加里プレミア

く溶性加里 � 20 ◦施用効果……①受光態勢の向上　②根張りの向上　③倒伏の軽減
　　　　　　　④登熟向上　⑤病害虫抵抗性の増大　⑥倒伏防止　等
◦施用方法……ほ場に水のある状態で全面散布する。
◦施用時期と施用量……春代搔き前：60kg/10a　　または
　　　　　　　　　　　出穂40日前（中干し前）：20～40㎏/10a

可溶性ケイ酸 � 34

く溶性苦土 � 3

く溶性ホウ素 �0.05

エスアイ加里投げくん

水溶性加里 � 33
◦投げ込みタイプとなり、施用が簡単に。
◦施用方法……�ほ場に５㎝以上水のある状態で投げ入れ、4―5日間水を切らさ

ないようにする。
◦施用時期……出穂35～50日前、出穂20日前～出穂頃
◦施 用 量……10aあたり200ｇ小袋を20個投げ入れる

可溶性ケイ酸 � 35

穂肥 成分（N−P−K） 特　　徴

とれるぞう 15−5−10
窒素成分：15％（内、速効性：約8％、遅効性：約7％）
有機含有量約30％

有機入り追肥いしかわライト550号 15−5−10
窒素成分：15％（内、速効性：約15％、遅効性：約0％）
有機含有量約20％

優米味R 16−5−10
窒素成分：16％（内、速効性：約16％、遅効性：約0％）
全量速効性の早生・コシヒカリ向け追肥。

優米味L 16−5−10
窒素成分：16％（内、速効性：約8％、遅効性：約8％）
晩生品種向け追肥。

優米味AIR�R 30−0−7
窒素成分：30％（内、速効性：約30％、遅効性：約0％）
全量速効性の早生・コシヒカリ向け追肥。
※固結等防止のため、開封後はできる限り早く、1回で使い切るように使用する。

優米味AIR�L 30−0−7
窒素成分：30％（内、速効性：約15％、遅効性：約15％）
晩生品種向け追肥。
※固結等防止のため、開封後はできる限り早く、1回で使い切るように使用する。

基肥・穂肥肥料の特徴
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●一年生雑草、多年生雑草
●クログワイ、オモダカ、カヤツリグサ等上記の
ような防除困難な雑草にも有効。

●土に残らず分解が早い。

●一年生雑草、多年生イネ科雑草
●稲わらの上からでも効果がありますが、水が
たまっていると効果が半減。

●土壌中に3ヵ月残る。

●土壌に残っていると次作物に影響するので、
使用はなるべく早く行う（年内処理）

●降雨時または降雨が予想されるときの使用
は避ける。

20～25kg（4～5袋）／10aを全面散布。1回。

　使用後、1ヵ月後には耕起可

●雑草が緑化（青々と）している時に散布する！
　（9～10月の刈取り直後：薬量は一年生雑草は
200～500ml、多年生雑草は500～1,000ml
がお奨め）

　薬剤500～1,000ml／10a（1,000ml推奨）
　希釈水量50～100L。1回。

　使用後、2～3週間後には耕起可
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